
いて顕著にみられるが,全般的には農業的色彩の強い地域だといえよう｡ ことに菖蒲においてその

傾向が強い｡

ア メ リ カ の 都 市 分 布

産 業 面 か ら の 考 察

表 朝 子

この題 目を選んだ動機は,アメリカという国-の興味である｡たしかに,アメリカについての知

識は,一般に普及しているといえるが,その多くは散文的であ9,また,フィクションにもとづい

た類推であった9して客観性が乏しいもののように思える.そこで,何かしら確実を理解を,と思

ってこの論文にとD組んだ｡内容の概略は以下の通りである｡

まず,序論では方法論として,都市と産業との関連を考察するにあたって企業分布調査をその手

段とすること,また,資料として何を使うかについて述べた｡第1章では主夜業種がどの都市に分

布しているか,またその地域的かたよb(東部か,五大湖沿岸か夜ど)はどうかについて考察した｡

さらに第2章では,企業数 ･売上高が集中している都市について考察を行った.この章の冒頭の

部分では,上述の意味での｢大都市 ｣と人口との関係について調べ,人口の順位と売上高の順位と

の間にはやや低い相関関係がある,と結論づけられた｡続く部分では,売上高の特に多い都市につ

いて,業種やその売上高の構成について調べた｡そのうち,売上高合計首位の New Yorkは,そ

の構成業種数や企業数においても抜群であり,売上高合計は多いが,企業数や特に構成業種の著し

く少をhDetroitとはっきりした対照を示している.

さて,本論文のねらいはアメリカの都市についての理解,特に産業面からのそれであったが,作

業を進めていくうちに方法が不適切であることが明らかに浸ってきたために,結論の部分は｢結論

に代えて｣とし,その方法上の誤Dを検討するようを内容と在ってしまった｡方法上の誤Dとはす

なわち,企業本社を調査対象としたことである｡ひとくちに｢産業｣といってち,ここで扱ったも

のは企業本社のみであるため,産業が都市やそれを含む地域の経済活動にどのようを役割を果たし

ているか,という,この論文の実質的を目標にとっての手段としてはひどく迂遠をものと覆ってし

まった｡つまD,企業本社の分布のみを調べたのでは,原材料 ･商品･労働力をどを媒介とした,
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また行政的制度を通じての地域との結合についての考察は不可能なのである｡

当初設定 した目標にとっては,このようを悲観的を結論 しか得 られをかったが,企業本社といっ

た,ごく限定された意味しか持たをい対象か ら経済地理学的を結論を性急にひき出すのは無理であ

るといえるので,この論文の意味を強いてい う夜らば,資料からひき出された結論というよDは,

資料そのもの (売上高や業種に従って分類 した表)にある,とい うことに覆るようである｡
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